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下
請
制
工
業
と
一
世
曾
的
介
業

回

杉

競

我
問
中
小
工
業
、
従
っ
て
ま
た
下
請
制
工
業
の
殻
展
が
低
曲
目

銀
に
一
白
根
擦
を
も
っ
己
と
は
殆

E
疑
ひ
な
い
け
れ
ど
も
、
下

諸
制
工
業
が
そ
の
殻
展
を
如
何
一
な
る
事
情
に
負
ひ
、
ま
た
経
営

形
態
と
し
て
如
何
な
る
本
質
を
も
つ
か
に
つ
い
て
は
、
上
白
一

賄
を
除
昔
、
必
や
し
も
墜
界
に
意
見
の
一
設
を
見
な
い
。
こ
の

方
面
忙
於
て
最
も
優
れ
た
る
も
の
と
さ
れ
る
小
宮
山
琢
二
氏
の

研
究
に
上
れ
ば
、
「
範
噂
と
し
て
の
下
請
工
業
」
は
生
産
の
主
導

者
と
し
て
大
工
業
を
も
ち
、
親
工
場
と
下
請
請
工
場
と
は
生
産

工
程
上
に
有
機
的
関
係
に
あ
り
、
従
っ
て
雨
者
は
互
ひ
に
枇
曾

的
分
業
を
友
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
。
我
々
も
ま
た
小
宮
山
氏
と
と

も
に
下
請
制
工
業
に
於
け
る
親
工
揚
と
下
請
工
場
と
は
枇
曾
的

下
諦
制
工
業
と
世
曾
的
分
業

分
業
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
し
か
も
機
械
化
の
準
行
と

共
に
或
る
生
産
部
門
で
は
機
能
を
喪
失
し
た
る
悶
犀
制
工
業
に

代
っ
て
、
大
工
場
が
中
小
工
場
の
生
産
力
利
用
を
行
つ
も
ー
も
の

と
見
る
の
で
あ
る
。
勿
論
、
小
宮
山
氏
も
我
々
も
、
現
賓
の
下

諸
制
一
ム
業
、
殊
に
そ
の
強
展
の
初
期
|
|
昭
和
十
三
四
年
頃
ま

で
ー
ー
に
止
け
る
そ
れ
は
、
設
備
披
張
に
件
ム
危
険
を
中
小
工

場
に
縛
嫁
せ
し
め
ん
と
ナ
る
大
工
場
の
貴
闘
が
費
展
の
直
接
D

契
機
で
あ
り
、
同
時
に
下
請
工
場
の
低
生
産
費
を
利
用
し
た
事

を
認
め
る
が
故
に
、
「
産
業
資
本
の
商
業
資
本
的
充
用
」
を
全
く

否
定
す
る
も
白
で
は
た
い
。
ま
た
中
小
工
場
町
一
従
属
性
も
之
を

認
め
る
。
然
し
乍
ら
同
時
に
か
t
h

る
大
工
場
企
中
小
工
揚
と
白

生
産
上
に
沿
け
る
分
業
|
1
補
完
関
係
が
下
請
制
工
業
と
共
に

起
つ
向
己
と
は
明
白
で
あ
り
、
雨
者
の
聞
に
告
げ
る
枇
合
的
介

業
は
益
々
将
来
の
展
開

E
暗
闇
想
せ
ら
れ
る
が
故
に
、

E

D
見
地

か
ら
我
々
は
、
か
の
資
本
的
性
格
争
強
調
し
ず
一
下
請
制
工
業
を

商
業
資
本
的
本
質
を
有
す
る
も
の
ふ
定
義
し
、
た
と
ひ
主
導
者

は
大
工
場
で
あ
ら
う
と
も
本
質
的
に
は
問
屋
制
工
業
と
具
ら
左

い
と
す
る
論
者
に
は
賛
し
難
い
の
で
あ
る
。

事
五
十
三
巻

宜
八
一
一
一

第
主
観

C 

小宮山琢二、日本中小工業研究、 30頁。
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下
請
制
工
業
と
世
骨
的
分
業

換
言
す
れ
ば
我
々
は
、
下
請
刷
工
業
の
裂
展
白
根
擁
を
(
一
)

我
闘
に
骨
け
る
低
M
W
銀
に
も
拘
ら
令
、
機
M
明
化
印
ち
技
術
的
進

歩
の
た
め
、
大
工
場
が
主
導
者
た
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
事

情
、
及
び
(
二
)
、
枇
品
目
的
分
業
D
護
展
が
市
場
白
大
い
さ
に
制

限
さ
れ
、
専
門
部
分
品
工
場
の
代
り
に
下
請
工
揚
が
存
立
し
て

ゐ
る
と
い
ム
事
情
に
求
め
、
ま
た
或
る
程
度
の
枇
曾
的
分
業

l

専
門
化
も
中
小
工
場
白
従
属
性
を
直
ち
に
排
除
す
る
も
の
で
な

い
己
と
は
現
寅
の
「
不
完
全
競
争
」
か
ら
説
明
さ
れ
弘
と
考
へ

る。
第
一
の
事
情
は
既
に
他
白
機
舎
に
詳
述
し
た
。
い
ま
第
二
の

事
情
忙
つ
い
て
少
し
〈
説
明
を
附
け
加
へ
た
い
。
た
va
大
工
場

の
現
貿
白
下
請
工
揚
利
用
態
度
を
重
視
す
る
と
と
る
に
、
問
屋

資
本
的
性
格
を
主
張
す
る
現
由
が
あ
る
と
考
へ
ら
れ
、
従
っ
て

己
の
勤
に
闘
す
る
事
賓
の
展
開
に
論
及
す
る
必
要
が

b
る
が
、

己
れ
は
他
の
機
舎
に
譲
る
。

下
請
は
分
業
D

一
結
呆
で
あ
る
。
乙
の
事
は
機
械
製
品
が
綜

合
的
在
性
質
を
有
し
、
多
数
の
部
分
品
製
作
工
視
及
び
設
計
、

第
五
十
三
巻

孟
八
四

第
五
蹴

O 
回

組
立
工
程
な
ど
の
中
に
、
極
め
一
て
高
度
D
技
術
を
要
す
る
部
分

と
然
ら
ざ
る
部
分
が
存
し
、
大
剛
胆
忙
沿
い
て
大
工
場
と
下
請
工

揚
と
の
問
に
分
権
さ
れ
て
ゐ
る
己
と
を
見
れ
ば
容
易
に
肯
肯
出

来
る
こ
と
で
め
る
。
た
ど
分
業
は
綜
合
調
整

(F。旦
E
a
E
4
D

費
用
及
び
中
小
工
揚
の
技
術
的
水
準
の
高
さ
が
限
界
を
左
し
、

そ
の
詐
ず
範
閣
内
で
分
業
が
後
展
す
る
。
従
っ
て
工
程
中
さ
し

て
高
級
な
設
備
を
要
せ
や
、
中
小
工
場
に
で
も
製
作
可
能
な
る

部
分
が
あ
る
揚
合
に
は
、
そ
の
工
程
が
尊
門
化
し
て
犬
工
場
よ

り
分
離
す
る
傾
向

(
U
E
Z
O四
E
5ム
位
る
る
己
と
は
織
維
工
業
、

機
織
工
業
そ
の
他
に
於
て
屡
々
見
ら
れ
る
。
し
か
も
ま
た
分
業

が
市
場
白
大
い
さ
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
る
と
と
は
早
〈
も
7
ダ

ム
・
ス
ミ
ス
忙
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
渇
り
で
あ
っ
て
、
日
本
機

械
工
業
が
未
だ
一
般
に
専
門
部
分
品
工
場
を
成
立
吐
し
む
る
に

至
ら
や
、
下
請
工
場
と
の
分
業
が
支
配
的
で
あ
る
の
は
市
場
D

狭
隠
さ
に
凶
る
も
の
と
い
ム
事
が
出
来
る
。

市
場
白
大
い
き
晶
、
b

生
産
方
法
が
決
定
さ
れ
る
と
と
は
機
械
工
業
に

お
け
る
大
量
生
産
工
場
と
ジ
ョ
プ
・
ジ
ョ
ー
フ
(
す
「
匹
。
』
る
と
の
封
比
に

担
い
て
明
ら
か
で
あ
る
。
即
ち
機
械
製
品
目
中
に
は
同
一
製
品
に
封
ず

る
需
要
白
極
め
て
太
な
る
も
の
、
従
っ
て
大
量
生
産
方
式
在
と
M
9

得
る

池尻f主夫、下請工業D段階的性格、幅沸哩雑誌、第 8巻、第3郵、 55-56頁。
拙著、 424頁等。
拙著、 78-83頁。
拙著~ 172-182頁。たどか与る分業部景無白担割とともに競挙閥保に彊P得
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自
動
車
、
小
型
電
動
機
、
又
は
戟
時
に
お
け
る
航
空
欄
白
如
き
も
四
も

あ
る
が
、
多
〈
陪
各
種
目
大
い
さ
、
性
能
の
も
白
が
需
要
さ
れ
、
同
一

粗
製
品
に
謝
す
る
需
要
数
量
が
限
ら
れ
て
ゐ
る
。
し
か
も
こ
れ
ら
製
品

は
数
百
乃
至
数
千
冊
の
部
分
品
か
ら
成
る
か
ら
、
夫
々
の
部
分
品
白
歌

も
自
品
開
限
ら
れ
る
。
米
闘
の
如
き
大
市
場
に
お
い
て
は
自
動
車
工
業
は

大
量
生
産
方
式
を
と
り
得
る
が
、
英
岡
で
き
へ
多
〈
は
比
較
的
小
規
模

生
産
で
あ
担
、
況
ん
干
我
凶
日
平
時
需
要
で
は
な
ほ
大
量
生
産
を
維
持

し
符
る
や
苔
や
多
少
白
疑
問
が
存
し
な
い
で
は
な
い
。
日
本
の
市
場
を

前
提
と
す
れ
ば
多
〈
は
柑
械
工
場
は
む
し
ろ
ジ
ョ
プ
・
シ
冒
ッ
フ
た
ら
ざ

る
を
得
な
M
G

掠
例
を
機
倒
率
に
・
r一
ら
う
。
鍛
道
省

C
日
目
型
機
闘
車
及
び
茨

水
車
の
部
分
品
は
綿
数
八
八
六
七
個
の
多
数
に
上
る
が
、
こ
れ

ら
部
分
品
の
う
ち
、
同
一
形
欣
の
も
の
を
一
種
と
し
て
教
へ
る

と
き
は
二
七
五
六
種
と
な
り
、
そ
り
犬
部
分
は
一
個
又
は
二
個

乃
至
四
個
に
止
ま
り
、
百
個
以
上
同
一
の
形
欣
を
も
う
も
の
は

僅
か
に
二
積
し
か
友
い
(
第
一
表
及
び
第
ご
表
、
島
崎
保
柿
民
間
に
よ

る)。

如
何
に
多
種
類
白
、

か
つ
多
数
の
部
分
品
を
以
て
構
成

さ
れ
る
か

P
知
る
と
み
一
が
出
来
ろ
が
、
こ
れ
ら
部
分
品
の
あ
る

も

D
E中
小
工
場
で
製
作
せ
し
め
て
も
彼
等
は
か
ミ
る
一
一
一
種

を
以
て
は
鰹
替
を
維
持
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
己
正
は
明
瞭
で

下
請
制
工
業
主
枇
舎
的
分
業

第 1表 C58型槽聞事部分品個数友

項番種 別 f岡敬
( 1締本瞳 1885 
I 2 持及コフク類 174 
1 "植附周品 149弓
機 1 4 丸格子及炭箱 2n2 
1 5 担特電及歩ミ担 1022 
1 6議枠閥係 11.')-5 
1 7 シワングー関係 309 
闘 8測装置 181 
1 9 走リ装置(翠軍ヲ合ム 2姐
1 10 軍輪及軸 F捕 263 
111バネ装置 291 
草 112 プレーキ装置 '95 
I 13給油開時 206 
1 14 管配置閥悟 681 
¥15其他雑 154 

言十 7588 

石茨草1tヲ'kyY タ 231 
蚕枠開樺 179 
牽車関係 84 
車輪及軸箱 148 
バネ装置 160 
デレーキ装置 284 
替配置闘停 1¥)3 
計 1279

欄闘車及最水車合計 8867 
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合計

1388 

798 

52 
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33 

24 

21 

18 

10 

2 

車水

刊

m
加

盟

問

1

回

決

I

1

4

2

 

1
 

機関車

1218 

699 

39 
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w
d
q
υ
q
d
W
4
a
υ

の

り

の
ρ

-

1

3

1

1

1

1

 

-

1
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同種類個数

1 

2 

3 
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0 
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11-1o 

16--20 
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51ーー100
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第
五
十
=
一
巻

五
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五

第
宜
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五

2756 389 2367 
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Smith， A.， The Wealth of Nations， Hk， 1，じhap.III 
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下
請
制
工
業
と
祉
骨
的
分
業

あ
ら
う
。
蓋
し
自
動
車
工
業
の
如
〈
日
産

O
O獲
に
達
ず
る
詮

ιば
大
量
生
産
方
式
を
ム
」
り
、
巾
小
工
場
は
そ
白
部
分
品
目
数

種
に
専
門
化
し
て
十
分
の
操
業
を
綾
け
る
乙
と
が
可
能
で
あ
る

け
れ

E
も
、
機
関
車
白
如
く
年
産

O
O蔓
程
度
D
工
業
で
あ
っ

て
は
大
工
場
も
ジ
ョ
ブ
・
シ
ョ
ッ
プ
で
あ
り
、
中
小
工
場
が
た

ム
」
ひ
上
記
の
一
如
昔
同
一
形
放
の
も
の
百
数
十
個
と
い
ふ
部
分
品

に
専
門
化

L
、
か
つ
我
闘
に
て
年
々
生
産
さ
れ
る
機
闘
車
が
全

部
同
型
式
で
あ
り
、
該
部
分
品
を
全
部
一
工
場
に
て
引
受
け
製

作
す
る
と
偲
定
し
で
も
、
僅
か
数
ヶ
月
の
操
業
し
か
可
能
で
な

い
こ
と
主
た
る
。
ま
し
て
機
関
車
の
型
式
は
数
種
あ
り
、
匝
々

た
る
部
分
品
に
五
つ
て
は
更
に
個
数
僅
少
な
る
た
め
、
到
底
そ

れ
に
草
門
化
す
る
己
と
は
恩
ひ
も
及
ぽ
た
い
。
と
す
れ
ば
、
中

小
工
場
が
そ
の
技
術
程
度
で
注
し
得
る
範
閣
の
作
業
主
多
数
に

餐
ね
替
み
、
之
を
以
て
操
業
を
繍
け
る
ほ
か
は
な
い
こ
と
L

友

り
、
惑
に
下
請
工
場
が
成
立
す
る
桂
一
口
で
あ
る
。
大
工
場
が
中
小

主
揚
の
低
生
産
費
を
利
用
し
て
ゐ
る
姿
が
己
れ
で
あ
る
。

尤
も
部
分
口
問
中
、
計
器
、
制
動
接
世
、
給
油
ポ
ン
プ
、
タ
ー

ピ
ン
蛮
電
機
の
如
昔
、
そ
れ
自
身
一
の
機
械
を
在
し
て
ゐ
る
も

第
五
十
三
巻

第
五
都

O 
占ノ、

主
八
六

の
は
、
比
較
的
市
場
性
も
あ
り
、
中
規
模
以
上
の
尊
門
工
場
D

分
野
に
麗
し
、

下
請
工
場
と
は
同
則
さ
れ
る
(
離
し
こ
れ
ら
工
場

さ
へ
専
門
化
円
程
度
ほ
さ
し
て
謹
ん
で
ゐ
な
い
ζ

と
が
多
い
〉
。

然
る
に
市
場
が
横
大
す
る
に
至
れ
ば
同
一
部
分
品
の
伺
教
が

増
加
す
る
か
ら
、
漸
次
に
専
門
工
場
の
殻
展
す
る
飴
地
が
大
と

註
る
こ
と
は
首
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浅原棉七、自動車工業町語、東作縄問新報、昭和16，年 9 月20日説。米晴に担
いてきへ都分品目多数なると之が自動車工業白生産方法を直々にしてゐると
ν、~、。

こ白事買は主として島崎保融民自殺示に負ふ。
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